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「 ｣に参加しました｡１２ １ 水月 日（ ） ニセコ食の展覧会

【行事の概要】 【行事の感想】
「水も空気もおいしいニセコ町に生活して、今まで食べて ニセコ町で開催された「ニセコ食の展覧会」に、八剣山

きたわが家の味－あなたの家庭に伝わってきた、母からの祖 地域からも７名が参加しました。１０時少し前にニセコ町

母からの味を持ち寄ってみましょう。みんなで見合って次の 民センターに到着し、ビアンカさん手作りのリンゴケーキ

世代に伝えましょう 」をテーマに「ニセコ食の展覧会」が、 「アップルクーヘン」を登録してから、結城登美雄さんの。

ニセコ町民センターで開催されます。 講演会に参加しました。

地元の食材を生かした料理の調理方法や食べ方を掘り起こ 「食でつながり、よい地域をつくる」というテーマで講

すことで、食の大切さとニセコらしい食文化をあらためて見 演が行われ、よい地域づくりのための７つの条件について

直し、食文化を次世代へ継承する。また、食をキーワードに お話があったほか、スライドを利用して、食で地域づくり

農とのつながりを考え、農業と食を再認識し、農を主役とし を行っている事例についての説明が行われました。

たグリーンツーリズムのあり方や農産物の加工（事業化）か また、会場にはニセコ町内の各家庭から、いろいろと工

ら食と農の地域づくりを考えるものです。 夫して作られた「おやつ・漬物・おかず」などの料理やウ

当日は、地元の産物を地元で食べる運動を進め、食の地方 メやシソを使った飲み物が１１７点も集まり、テーブルの

分権を宮城県から全国へ向けて提唱されている 結城登美雄 上に並べられていました。「 」

さんを招いて講演会が開催されるほか、昔からニセコの各家 講演会終了後、参加者がそれぞれ手に妻楊枝を持って、

庭で食べられてきたおやつ、おばあちゃん自慢の漬物、家族 展示されている料理の間を回り、料理をつつきながら味見

に好評なおかずなどが一堂に持ち寄られ、ズラリと並べられ をしたり、レシピを写したりしていました。

ることで、ニセコらしい食文化が会場に再現されます。 今回の事業に参加してみて、八剣山周辺地域においても

八剣山発見隊としても、八剣山周辺地域の活性化を図る上 実施方法を検討しながら、同じような事業を行うことがで

からも 地域の農業と食文化を再認識することで 今後の 農 きるのではないかと考えたところです。、 、 「 」

を主体とした地域づくりを考えていくためには、大変参考に

なる催しであると考えられることから、開催が平日ですが、

参加可能な会員に呼びかけたところです。

・主 催 ： 「ニセコ食の展覧会」実行委員会

・協 賛 ： ニセコ食品加工研究サークル、商工会女性部、

給食ボランティア、ＪＡようてい女性部 ほか

・後 援 ： 後志支庁、ニセコ町、農文協、

北海道スローフードフレンズ帯広

【今回の行事開催場所】

【 会場に持ち込まれた料理の数々 】

【今後の行事予定】
・１２月１８日 リースづくりとクリスマスパーティ
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【 結城登美雄さんの講演 】 【 ビアンカさんの手作りケーキと宙工房のお皿 】

【 おやつの部の出品作品 】 【 出品作品を見る参加者 】

【 ちょっとおやつの味見を･････ 】 【 会場近くの道の駅にある直売コーナー 】


